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組合未加入者をご紹介ください

仲間を増やそう仲間を増やそう

10月の組織人員

4,805人（ ）加 入
10人

　

10
月
４
日
の
自
民
党
総

裁
選
で
高
市
早
苗
氏
が
新

総
裁
と
な
っ
た
。
自
公
連

立
政
権
の
解
消
が
あ
り
、

一
時
は
首
相
就
任
が
危
ぶ

ま
れ
た
が
、
日
本
維
新
の

会
と
連
立
を
組
む
こ
と
で

初
の
女
性
首
相
が
誕
生
し

た
。
日
本
社
会
に
ど
ん
な

変
化
を
も
た
ら
す
か
今
後

の
展
開
も
楽
し
み
だ
。

　

一
方
、
秋
田
県
で
は
民

家
の
近
く
ま
で
ク
マ
が
出

没
し
大
騒
ぎ
だ
。
今
年
度

の
ク
マ
の
捕
獲
頭
数
が
１

千
頭
を
超
え
た
こ
と
が
10

月
14
日
の
鈴
木
健
太
知
事

の
会
見
で
明
ら
か
に
な
っ

た
。
こ
の
ペ
ー
ス
だ
と
、

過
去
最
多
だ
っ
た
２
０
２

３
年
度
を
超
え
る
可
能
性

が
あ
る
と
い
う
。
県
自
然

保
護
課
に
よ
る
と
、
大
量

出
没
し
た
23
年
度
は
２
３

３
４
頭
を
捕
獲
。
今
年
度

の
目
撃
件
数
は
10
月
12
日

現
在
で
５
４
０
８
件
、
人

身
被
害
は
18
日
現
在
で
37

人
だ
。

　

鈴
木
知
事
は
「
全
県
民

の
日
常
生
活
に
支
障
を
き

た
し
て
い
る
危
機
的
か
つ

緊
急
事
態
」
と
し
、
早
急

に
対
応
す
る
と
話
し
た
。

ま
た
、
苦
情
に
対
し
て
は

「
人
命
優
先
の
立
場
で
、

毅
然
と
対
応
し
た
い
」
と

述
べ
た
。
皆
さ
ん
も
「
い

つ
で
も
ク
マ
に
遭
遇
す
る

こ
と
が
あ
る
」
と
思
っ
て

気
を
付
け
て
過
ご
そ
う
。

山
王
四
丁
目

秋
の
拡
大
月
間
で
増
勢
を

実
現
さ
せ
よ
う

北
東
地
協
第
66
回
定
期
大
会

竹谷部長による基調講演

要請書を沼谷市長へ

令和７年８月の大雨による災害にかかる
住宅災害見舞金と保険料減免について（お知らせ）

対 象 者：住居が床上浸水した方（作業小屋等は対象になりません）

区　　分：①組合住宅災害見舞金　　　５万円

　　　　　②保険料減免（中建国保に加入の方）

　　　　　　・床上１ｍ以上の冠水  保険料３ヶ月分（災害救助法適用市町村）

　　　　　　・床上１ｍ未満の冠水  保険料１ヶ月分

添付書類：罹災証明書、消防署・地方自治体など公的機関の証明書（中建国保

に加入の方は、床上何ｍ冠水したのかわかるもの）

申請方法：組合窓口か組合ホームページから申請書をダウンロードしてください。

　令和７年８月20日からの大雨による災害により被災された皆様に心からお見舞い

申しあげます。

　被災された皆様に、お見舞金と中建国保に加入の方には保険料の減免制度があり

ますので、下記の書類を添付して申請してください。

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
挨
拶
し
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
開
催
県
代
表

で
全
建
総
連
福
島
鈴
木
光

委
員
長
か
ら
「
こ
の
よ
う

に
盛
大
に
北
東
地
協
定
期

大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い

る
。
全
建
総
連
竹
谷
組
織

部
長
に
組
合
を
も
っ
と
大

き
な
組
織
に
す
る
た
め
に

講
演
を
し
て
い
た
だ
く
。

二
日
間
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
と
歓
迎
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
会
議
長
選
出
で
は
、

２
０
２
５
年
秋
の
拡
大
月

間
の
重
点
に
つ
い
て
の
講

演
が
あ
り
、「
62
年
前
の

全
建
総
連
第
３
回
定
期
大

会
で
、
仲
間
１
人
が
新
し

い
仲
間
１
人
を
加
入
さ
せ

よ
う
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

が
あ
っ
た
。
拡
大
運
動
を

組
合
員
全
員
で
行
う
大
衆

運
動
に
引
き
上
げ
る
た
め

に
は
、
役
員
、
職
員
の
仲

　

主
催
者
を
代
表
し
て
三

浦
武
德
北
東
地
協
会
長
は
、

「
今
年
の
大
会
は
分
科
会

を
開
催
せ
ず
、
各
道
県
連

か
ら
専
門
部
の
活
動
報
告

を
受
け
、
全
体
で
の
活
発

な
意
見
交
換
を
行
い
た
い
。

組
織
に
関
し
て
は
建
設
技

能
者
の
数
が
平
成
９
年
の

４
４
５
万
人
を
ピ
ー
ク
に

令
和
６
年
に
は
３
０
０
万

人
と
７
割
弱
に
な
っ
て
い

る
。
全
建
総
連
の
組
織
人

員
も
９
月
末
現
在
で
59
万

５
７
９
１
人
と
減
勢
基
調

が
続
い
て
い
る
。
危
機
感

を
持
っ
て
組
織
拡
大
運
動

事
業
の
実
施
に
つ
い
て
、

千
葉
組
合
長
と
八
下
田
会

長
が
沼
谷
市
長
に
要
請
書

を
手
渡
し
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

千
葉
組
合
長
は
、「
現

在
の
建
設
業
界
は
若
年
従

事
者
を
は
じ
め
と
し
た
人

手
不
足
が
続
き
、
賃
金
ア

ッ
プ
や
処
遇
改
善
を
進
め

て
い
か
な
い
と
業
界
の
持

続
的
な
発
展
は
見
込
め
な

い
。
改
正
担
い
手
３
法
の

成
立
に
よ
り
、
労
働
者
の

適
正
な
賃
金
支
払
い
や
処

遇
改
善
が
盛
り
込
ま
れ
、

標
準
労
務
費
が
作
成
さ
れ

る
。
実
効
性
を
図
る
た
め

に
も
賃
金
条
項
型
の
公
契

約
条
例
を
前
向
き
に
検
討

し
て
ほ
し
い
。
建
設
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
は

ま
だ
ま
だ
現
場
で
普
及
し

て
い
な
い
、
ま
ず
は
市
発

注
の
公
共
工
事
の
現
場
に

は
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
設

置
も
促
進
し
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
ま
し
た
。

　

沼
谷
市
長
は
、「
来
年

度
の
予
算
編
成
に
か
か
わ

る
が
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
は
継
続
し
た
い
。
公

契
約
条
例
は
た
だ
の
理
念

条
例
で
は
な
く
て
、
実
効

性
の
あ
る
も
の
に
し
て
い

き
た
い
。
賃
金
、
処
遇
改

善
、
担
い
手
確
保
は
、
元

請
の
建
設
会
社
、
建
設
業

界
と
も
話
を
し
な
が
ら
理

解
を
求
め
て
い
き
た
い
。

皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
は
建

設
部
と
話
を
し
て
、
業
界

を
あ
げ
て
ど
う
い
う
形
で

取
り
組
ん
で
い
く
か
し
っ

か
り
話
し
て
や
っ
て
み
ま

す
」
と
理
解
を
示
し
ま
し

た
。

全
建
総
連
福
島
猪
狩
力
氏

と
山
形
県
連
松
木
文
典
氏

が
選
出
さ
れ
議
事
に
入
り

ま
し
た
。
第
65
年
度
経
過

報
告
、
決
算
報
告
、
会
計

監
査
報
告
、
第
66
年
度
事

業
計
画
（
案
）、
予
算
（
案
）

が
提
案
通
り
承
認
さ
れ
、

全
建
総
連
副
中
央
執
行
委

員
長
に
つ
い
て
は
全
建
総

連
福
島
の
鈴
木
光
氏
を
北

東
地
協
と
し
て
推
薦
す
る

こ
と
が
拍
手
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

専
門
部
活
動
報
告
で
は
、

①
建
設
国
保
の
予
算
確

保
・
議
員
要
請
実
施
報
告

と
労
働
安
全
衛
生
対
策
の

取
り
組
み
、
②
賃
金
対
策

運
動
と
大
衆
増
税
反
対
・

イ
ン
ボ
イ
ス
対
応
等
、
③

後
継
者
育
成
に
つ
い
て
の

取
り
組
み
、
住
宅
デ
ー
取

り
組
み
報
告
、
④
組
織
拡

大
の
取
り
組
み
と
教
宣
活

動
に
つ
い
て
各
県
報
告
と

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

二
日
目
は
、
全
建
総
連

竹
谷
英
幸
組
織
部
長
よ
り
、

運
動
の
飛
躍
を
目
指
し
て

と
題
し
、
①
組
合
の
誕
生

と
必
要
性
、
②
役
員
・
幹

部
の
任
務
と
役
割
、
③
書

記
局
・
専
従
者
の
任
務
と

役
割
、
④
組
合
が
直
面
し

て
い
る
課
題
、
⑤
全
建
総

連
の
組
織
拡
大
方
針
、
⑥

間
が
先
頭
に
立
っ
た
行
動

が
求
め
ら
れ
る
。
秋
の
拡

大
月
間
が
ス
タ
ー
ト
し
て

い
る
、
拡
大
運
動
で
増
勢

を
実
現
さ
せ
よ
う
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
次
期
開
催
県

の
山
形
県
連
関
川
俊
夫
委

員
長
が
閉
会
挨
拶
を
し
て

終
了
し
ま
し
た
。

賃金条項型の公契約
条例を要請

中央ブロック協議会が秋田市交渉
　

10
月
６
日
、
秋
田
市
交

渉
が
行
わ
れ
、
組
合
か
ら

千
葉
直
樹
組
合
長
、
久
米

成
順
書
記
長
、
八
下
田
雅

之
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

会
長
、
鈴
木
賢
治
事
務
局

長
が
参
加
。
秋
田
市
か
ら

は
沼
谷
純
市
長
が
対
応
し

ま
し
た
。

　

①
適
正
な
賃
金
の
支
払

い
と
法
定
福
利
費
の
確
保

②
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ

処
遇
改
善
と
賃
金
条
項
型

の
公
契
約
条
例
③
建
設
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
対
応
と

普
及
④
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

　

９
月
24
日
～
25
日
、
全
建
総
連
北
海
道
・
東
北

地
方
協
議
会
第
66
回
定
期
大
会
が
、
福
島
県
郡
山

市
「
磐
梯
熱
海
温
泉
・
ホ
テ
ル
華
の
湯
」
で
開
催

さ
れ
各
道
県
連
か
ら
１
３
１
人
が
参
加
。
秋
田
建

労
か
ら
は
13
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
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ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
に
笑
顔

組織拡大に向け
県南ブロック協議会交流会

生
活
習
慣
を
見
直
し

�

塩
分
摂
取
を
控
え
よ
う

県
南
ブ
ロ
ッ
ク
健
康
体
力
づ
く
り
教
室

　

10
月
13
日
、
由
利
本
荘

市
「
安
楽
温
泉
」
に
て
県

南
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
交
流

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
総
勢
33
人
で
、
本

部
か
ら
は
佐
々
木
茂
一
副

組
合
長
と
駒
根
裕
哉
副
組

合
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

太
田
育
雄
会
長
か
ら
、

当
協
議
会
へ
の
日
頃
の
協

力
へ
の
感
謝
と
「
こ
れ
か

ら
組
織
拡
大
の
講
演
を
予

定
し
て
い
る
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
組
織
拡
大
を
お

願
い
す
る
。
今
日
は
楽
し

く
飲
ん
で
交
流
を
深
め
て

頂
き
た
い
」
と
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　

講
演
は
「
組
織
拡
大
に

つ
い
て
」
で
、
駒
根
組
織

部
長
が
講
師
を
務
め
ま
し

た
。

　

組
織
拡
大
運
動
に
つ
い

て
、
組
合
か
ら
の
取
り
組

み
や
交
付
金
の
説
明
を
し

た
上
で
、
中
央
ブ
ロ
ッ
ク

の
組
合
員
訪
問
を
紹
介
し
、

全
支
部
で
の
開
催
を
呼
び

掛
け
ま
し
た
。
ま
た
、
ま

ず
は
行
動
を
起
こ
す
こ
と
、

組
合
員
訪
問
の
際
の
進
め

方
や
Ｎ
Ｇ
例
を
あ
げ
た
テ

ク
ニ
ッ
ク
等
の
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
中
建

国
保
の
保
険
料
と
市
町
村

国
保
と
の
比
較
や
、
70
歳

以
上
の
前
期
高
齢
者
の
メ

リ
ッ
ト
が
無
い
と
言
っ
た

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

中
建
国
保
の
保
険
料
は

所
得
割
で
は
無
く
、
30
歳

未
満
は
年
齢
割
、
30
歳
以

上
は
種
別
と
扶
養
家
族
の

人
数
で
決
ま
り
個
々
で
違

う
の
で
ま
ず
は
試
算
の
相

談
を
し
て
欲
し
い
。
前
期

高
齢
者
は
中
建
国
保
独
自

の
償
還
払
い
は
無
い
が
、

傷
病
手
当
金
は
あ
る
の
で
、

給
付
内
容
を
正
し
く
理
解

す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
前
向
き
に
組
織

拡
大
や
現
加
入
者
の
脱
退

防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

懇
親
会
で
は
、
支
部
・

氏
名
・
職
業
が
記
載
さ
れ

た
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
さ

げ
、
支
部
を
越
え
て
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

太田育雄会長（左）優勝の佐藤重夫さん（右）

講師の鈴木紀子さん

参加者でソフトバレーボール大会

講師の駒根組織部長

カートで出発!!

の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

秋
田
県
は
癌
や
脳
血
管

疾
患
で
の
死
亡
が
全
国
一

位
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

原
因
が
塩
分
の
摂
り
過
ぎ

で
あ
る
と
の
こ
と
。
塩
分

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
使
っ

て
自
分
の
塩
分
摂
取
量
を

知
る
と
と
も
に
、
生
活
習

慣
か
ら
見
直
し
、
多
い
人

は
塩
分
を
控
え
る
よ
う
促

す
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。

　

美
味
し
い
お
弁
当
で
昼

食
を
挟
み
、
午
後
か
ら
は

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

ん
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

の
優
勝
は
、
藤
元
忠
男
（
角

館
支
部
）
さ
ん
で
、
そ
れ

ぞ
れ
優
勝
カ
ッ
プ
と
賞
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
に
参
加

賞
の
ぶ
ど
う
が
配
ら
れ
、

大
変
好
評
で
し
た
。

　

太
田
育
雄
会
長
か
ら
は
、

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

湯
沢
市
役
所
か
ら
保
健

師
の
鈴
木
紀
子
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、「
身
近
な
病

気
と
そ
の
予
防
に
つ
い
て
」

　

９
月
28
日
、
県
南
ブ
ロ

ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
と

し
て
、
第
15
回
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
と
第
13
回
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
大
森

リ
ゾ
ー
ト
村
の
各
会
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
が
８
人
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
19
人
の

参
加
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
多
く
の
ナ
イ
ス

シ
ョ
ッ
ト
と
、
沢
山
の
笑

顔
で
、
終
始
楽
し
く
プ
レ

ー
が
出
来
ま
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
の
優
勝
は
、
佐

藤
重
夫
（
横
手
支
部
）
さ

会
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

県
南
ブ
ロ
ッ
ク
６
出
張

所
が
優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
を

掛
け
て
白
球
を
追
い
ま
す
。

白
熱
す
る
展
開
や
、
笑
い

が
起
こ
る
場
面
も
あ
り
ま

し
た
。
優
勝
を
勝
ち
取
っ

た
の
は
、
本
荘
由
利
出
張

所
。
ケ
ガ
も
無
く
、
県
南

ブ
ロ
ッ
ク
全
体
の
交
流
も

深
ま
っ
た
一
日
で
し
た
。

「
好
天
の
下
、
怪
我
人
も

無
く
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
交
流
が
深
め
ら
れ
ま
し

た
。
来
年
は
も
っ
と
多
く

の
参
加
者
で
開
催
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
是
非
各
支

部
で
呼
び
か
け
を
お
願
い

し
ま
す
。」
と
挨
拶
が
あ

り
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

ThreadsX（旧 Twitter） Instagram TikTok

あんぜん共済（労災上乗せ補償制度）
　建設業での労働災害は、死亡者数において
全産業中トップです。
　しかも、労働者・職人が万一被災した場合に、
労働保険の給付額にとどまらず、損害賠償を
求められるケースが多くなっています。
　あんぜん共済は、労働保険を上回る事業主
の補償義務の支払い能力を補うことにより、
労働者・職人と中小事業主（小零細事業主）
および一人親方が安心して仕事ができるよう

にとの願いからつくられました。
　安い保険料で高い保障、分かりやすい制度、しかも通勤災害と職業病も
補償する有利な制度です。政府労災保険の上乗せ制度として是非ご活用く
ださい。
　詳細については組合にお問い合わせください。

　

９
月
14
日
、
湯
沢
市
三

関
地
区
セ
ン
タ
ー
で
県
南

ブ
ロ
ッ
ク
健
康
体
力
づ
く

り
教
室
が
、
組
合
員
と
そ

の
家
族
52
人
の
参
加
で
開

県
南
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
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【
能
代
支
部

　
　
　
　
　
　

小
沢　

悟
】

　

９
月
14
日
、
能
代
支
部

で
は
住
宅
デ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。
雨
の
予
報
が
続

い
て
い
た
の
で
す
が
朝
方

か
ら
天
気
が
良
く
な
り
、

無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
場
所
は
道

の
駅
み
ね
は
ま
で
、「
秋

の
大
感
謝
祭
」
へ
の
参
加

で
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
効
果
も
あ
り
、

客
足
も
多
か
っ
た
で
す
。

内
容
は
餅
ま
き
、
子
供
木

工
教
室
、
包
丁
研
ぎ
、
住

宅
相
談
、
折
り
鶴
な
ど
で

す
。
テ
ー
ブ
ル
用
の
杉
板

展
示
も
目
を
引
き
ま
し
た
。

　

木
工
教
室
は
用
意
し
た

材
料
が
お
昼
過
ぎ
に
は
無

く
な
る
盛
況
ぶ
り
で
、
材

料
に
は
こ
だ
わ
っ
た
の
で

喜
ん
で
も
ら
え
た
と
思
い

ま
す
。
餅
ま
き
も
大
勢
の

人
に
来
て
も
ら
い
あ
っ
と

い
う
間
に
無
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
も
う
少
し

餅
を
増
や
し
て
と
い
う
声

も
聞
こ
え
ま
し
た
が
、
振

る
舞
い
な
の
で
な
か
な
か

難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

住
宅
相
談
は
少
な
い
の

で
周
知
方
法
が
課
題
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
効
果
が
期

待
で
き
る
内
容
を
今
後
も

模
索
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

鉋屑の薔薇の花

餅まきに大勢の来場者

バーベキューを楽しむ参加者

スーパーマンだ

笑顔があふれる会場

　

 

【
新
屋
支
部

　
　
　
　
　
　

髙
山　

広
】

　

９
月
28
日
、
晴
れ
て
く

れ
ま
し
た
。
新
屋
支
部
で

は
昨
年
に
続
き
ユ
フ
ォ
ー

レ
で
家
族
慰
安
旅
行
を
楽

し
め
ま
し
た
。

　

今
回
は
千
葉
直
樹
組
合

長
が
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、

子
供
６
名
を
含
め
27
名
の

参
加
で
し
た
。

　

仕
事
で
も
繋
が
っ
て
い

る
仲
間
や
、
総
会
や
班
長

会
議
で
お
会
い
す
る
面
々

と
も
食
事
と
お
し
ゃ
べ
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
夏
の
暑
さ
の
苦
労

や
熊
の
話
題
、
そ
し
て
忙

し
い
仕
事
を
し
な
が
ら
も

家
族
、
子
供
た
ち
と
の
絆

を
大
切
に
し
て
い
る
様
子

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

　

10
月
５
日
、
秋
田

市
健
康
体
力
づ
く
り

教
室
が
、
秋
田
市
仁

別
ク
ア
ド
ー
ム
ザ
・

ブ
ー
ン
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
組
合
員
と

そ
の
家
族
64
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

千
葉
直
樹
支
部
長

か
ら
「
せ
っ
か
く
の

お
天
気
で
し
た
が
、

朝
か
ら
複
数
の
熊
の

目
撃
が
さ
れ
て
お
り
、

予
定
し
て
い
た
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
残
念
な

が
ら
取
り
止
め
し
ま

す
。
そ
の
分
た
っ
ぷ

鹿角・大館・北秋田

り
姉
御
に
ス
ト
レ
ッ
チ
や

運
動
で
し
ご
い
て
も
ら
い

た
。

　

ま
た
、
65
年
の
経
験
を

積
む
大
工
さ
ん
は
、
カ
ン

ナ
引
き
し
た
鉋
屑
か
ら
作

っ
た
「
薔
薇
の
花
」
で
テ

ー
ブ
ル
を
飾
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
さ
に
芸
術
品
で

す
。

　

は
ず
れ
無
し
の
く
じ
引

き
や
お
土
産
も
あ
り
、
日

頃
の
疲
れ
を
忘
れ
さ
せ
て

く
れ
る
ひ
と
時
で
し
た
。

　

陽
の
短
く
な
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
作
業
時
間

も
追
わ
れ
る
よ
う
な
感
じ

で
す
か
ら
元
気
に
「
た
だ

い
ま
～
」
と
帰
宅
す
る
た

め
に
も
、
ど
う
ぞ
事
故
や

ケ
ガ
に
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。

仲
間
、仕
事
、家
族
に
カ
ン
パ
ー
イ

鉋
屑
が
テ
ー
ブ
ル
を
飾
る

怪我をしにくい身体へ

秋田市健康体力づくり

住宅相談に課題

客足多く、大盛況

楽しくストレッチ

新
屋
支
部
慰
安
会

能代支部住宅デー

者
に
は
、

み
ん
な
か

ら
拍
手
が

送
ら
れ
ま

し
た
。
姉

御

か

ら

「
ケ
ガ
を

し
に
く
い

身
体
に
は

柔
軟
性
が

大
事
で
、

年
齢
は
関

係
無
い
、

日
頃
か
ら

意
識
し
て

続
け
ま
し

ょ
う
」。

ま
す
の
で
、
怪
我
の
無
い

よ
う
に
楽
し
ん
で
下
さ
い
」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

姉
御
こ
と
畑
澤
敦
子
さ

ん
を
講
師
に
、
１
時
間
半

に
わ
た
り
、
ス
ト
レ
ッ
チ

や
筋
ト
レ
を
行
な
い
ま
し

た
。
姉
御
の
軽
快
な
ト
ー

ク
は
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り

で
沢
山
の
笑
い
声
が
会
場

に
広
が
り
ま
す
。
ま
た
、

身
体
が
硬
い
人
か
ら
は
、

う
め
き
声
が
漏
れ
て
い
ま

し
た
。

　

身
体
の
柔
ら
か
い
参
加

　

ま
た
「
太
も
も
の
筋
肉

は
、
歩
行
時
に
使
わ
れ
る

場
所
で
、
歳
を
取
っ
て
弱

る
と
歩
け
な
く
な
る
の
で
、

柔
軟
運
動
や
も
も
上
げ
を

し
て
鍛
え
て
お
き
ま
し
ょ

う
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

た
っ
ぷ
り
と
し
ご
か
れ

ま
し
た
が
、
終
わ
れ
ば
あ

っ
と
言
う
間
、
皆
さ
ん
も

や
り
切
っ
た
笑
顔
が
の
ぞ

か
れ
ま
し
た
。
終
了
後
は
、

お
弁
当
と
参
加
賞
、
入
館

券
を
も
ら
っ
て
解
散
し
ま

し
た
。
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小玉美智子さん（五城目）　　丸谷　周悦さん（秋田山王）
本間　広美さん（本荘由利）　　浅利百合子さん（大　館）
村上　友子さん（角　館）　　　　　　　応募総数13名

● 前回の当選者

　

最
近
は
暑
さ
も
よ
う
や

く
落
ち
着
き
、
過
ご
し
や

す
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
紅
葉
の
季
節
、

ク
マ
に
は
出
会
い
た
く
な

い
で
す
ね
。

�

（
主
婦　

63
歳)

　

め
っ
き
り
肌
寒
く
な
り

秋
の
気
配
が
し
て
き
た
。

食
欲
の
秋
到
来
だ
。
体
重

管
理
を
し
な
が
ら
食
べ
る

ぞ
。�

（
パ
ー
ト　

67
歳)

　

今
年
の
夏
は
本
当
に
暑

か
っ
た
。
暑
さ
寒
さ
も
彼

岸
ま
で
と
言
う
。
で
も
又

少
し
天
気
が
、
良
い
時
な

ど
は
助
か
る
が
こ
の
冬
は

ど
れ
だ
け
雪
が
降
る
か
心

配
で
す
。�（
主
婦　

80
歳)

　

稲
刈
り
も
終
わ
り
新
米

で
だ
ま
こ
を
作
っ
て
食
べ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
梨
や

柿
な
ど
秋
の
果
物
い
っ
ぱ

い
出
回
っ
て
、
多
く
い
た

だ
け
て
嬉
し
い
で
す
。

�

（
大
工　

74
歳)

　

今
年
は
ブ
ナ
の
実
が
凶

作
の
為
か
、
毎
日
の
よ
う

に
熊
の
出
没
で
ケ
ガ
を
し

た
り
、
亡
く
な
っ
た
り
し

て
い
る
。
本
当
に
心
が
病

む
。
家
か
ら
出
る
時
は
細

心
の
注
意
を
は
ら
っ
て
出

か
け
て
い
る
。
気
軽
に
散

歩
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

�

（
主
婦　

70
歳)

　解答をハガキかファックスまたはＳＮＳにて、住所・氏名・年齢・電話・職種・支部名と100字以内の近
況もしくはコメントを添えて、組合教宣部宛へお送り下さい。抽選で５名の方に記念品を進呈致します。
FAX 018-865-2292 締め切りは、11月17日まで

秋 田 建 労 パ ズ ル
　たて・よこのカギをヒントにマス目を埋め、
Ａ～Ｅの順に並べて下さい。読むと言葉に
なります。 読

近者

況
の

解 答
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

よこのかぎ
１．ドジで○○○○○○○○なヒロイン
２．�春のものは１月７日にお粥にします
３．海やキャンプに最適な季節
４．泣く子と○○○には勝てない!?
５．�コレを外したら実は美人だった！

な～んて設定も多い
７．ナレーション
10．ボーダーは横縞、ストライプは？
12．�お嬢様のはコリーとか、大型で

長毛なのが多い？
15．�ラブシーンでは、２人の○○○

○にバラが花開いたり
17．�仲の良い○○○○からの恋愛相

談。その相手は私も好きな人…
20．�サラダに載っている赤いアクセン

トの野菜
23．�イケメンにココをドン！ってされ

てドキドキ…

１．�子供の頃からの付き合いの彼
６．�ボルトのパートナー
７．百万石の藩
８．�○○○しちゃう！と、食パンをくわえながら慌てて登校
９．ヒロインがウトウトと…。その姿を見た彼がドキッ！
11．�紙袋からリンゴを落とし、ココを転

がり落ちるのを拾ってくれた彼
13．みりんで出します
14．よっこいしょと、重い○○を上げる
16．�んもう、○○○にならないで、素直

になったらいいのに！
18．�サボる男子に「もう、ちゃんと掃除し

なさいよー！」としたり
19．ラムより大人
21．�とくにコレがあるわけではないけど、ブラブラお散歩
22．○○に釘。アプローチしているのに、リアクション薄っ！
24．カイコが作ります
25．�学校では図書とか風紀とか、いろいろありますね
26．�一緒にランチをしようと思い手作り

たてのかぎ11 22 33 44 55

ＡＡ

66 77

88 99 1010

1111 1212 1313

ＤＤ

1414 1515 1616 1717

ＣＣ

1818 1919 2020

2121 2222 2323 2424

ＢＢ ＥＥ

2525 2626

前回の解答は

心

で
睨
め
っ
こ
と
な
っ
た
が
、

大
き
く
手
を
広
げ
威
嚇
す

る
と
熊
が
離
れ
て
い
き
、

目
を
逸
ら
さ
ず
後
退
り
し

て
助
か
っ
た
。

　

も
し
遭
遇
し
て
も
背
中

を
見
せ
て
逃
げ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

熊
の
出
没
が
連
日
の
ニ

ュ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。

私
は
タ
ケ
ノ
コ
採
り
に
行

っ
て
熊
に
遭
遇
し
た
こ
と

が
あ
る
。
２
ｍ
程
の
距
離

編
集
後
記

編
集
後
記

　

 

【
能
代
支
部

　
　
　
　
　

後
藤　

徳
行
】

　

機
関
紙
９
月
号
の
Ｋ
・

Ｈ
さ
ん
の
文
章
に
、
ス
マ

ホ
に
振
り
回
さ
れ
る
現
代

の
記
述
が
あ
っ
た
が
、
ま

っ
た
く
持
っ
て
同
感
だ
。

　

生
物
学
者
の
小
林
武
彦

教
授
の
著
書
に
「
人
は
本

能
的
に
新
し
い
も
の
を
作

り
出
す
。
し
か
し
、
使
い

方
ま
で
遺
伝
子
に
刻
ま
れ

て
い
な
い
」
と
あ
る
。“
産

業
革
命
を
期
に
、
爆
発
し

た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
。
便
利

な
モ
ノ
を
作
れ
ば
、
生
活

が
豊
か
に
な
り
、
幸
福
が

手
に
入
る
と
信
じ
て
い
た

け
ど
。
タ
ッ
プ
一
つ
で
他

人
を
操
る
輩
た
ち
。
二
日

酔
い
で
も
飛
行
機
の
操
縦

か
ん
を
握
る
機
長
。
そ
こ

に
人
間
が
い
る
と
知
り
な

が
ら
、
火
薬
を
飛
ば
す
独

裁
者
。
人
間
の
所
業
と
は

思
え
な
い
こ
と
ば
か
り
だ
。

そ
れ
で
も
希
望
を
失
わ
ず
、

次
の
未
来
を
想
像
し
、
今

で
き
る
こ
と
が
何
な
の
か

私
た
ち
は
考
え
る
。”

参
考
文
献

「
な
ぜ
ヒ
ト
だ
け
が
幸
せ

に
な
れ
な
い
の
か
」

�

小
林
武
彦
・
著

ク
マ
に
出
く
わ
し
た
ら
、

ま
ず
、
大
ケ
ガ
か
死
を
覚

悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

山
に
エ
サ
が
無
い
な
ら
、

山
に
エ
サ
を
撒
け
ば
良
い

と
私
は
以
前
か
ら
そ
う
思

っ
て
い
る
。
以
前
、
テ
レ

ビ
で
橋
本
五
郎
さ
ん
が
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
私

と
同
じ
こ
と
を
話
し
て
い

た
が
、
そ
れ
は
生
態
系
を

お
び
や
か
す
恐
れ
が
あ
る

と
解
説
者
が
話
し
て
い
た
。

で
も
、
人
里
に
ク
マ
を
近

付
け
な
い
た
め
に
は
、
こ

れ
し
か
無
い
だ
ろ
う
。
出

没
警
報
が
出
さ
れ
て
も
、

た
だ
じ
っ
と
家
に
居
る
訳

に
も
行
か
ず
、
打
つ
手
が

無
い
の
が
現
状
だ
。

　

動
物
園
の
熊
だ
け
に
エ

サ
を
や
ら
な
い
で
、「
山

の
ク
マ
に
も
エ
サ
を
」
と

言
い
た
い
。
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最
近
、
ク
マ
の
ニ
ュ
ー

ス
が
枚
挙
に
い
と
ま
が
な

い
。
人
家
近
く
や
家
の
中

ま
で
入
り
込
み
、
田
畑
の

食
物
を
食
い
荒
ら
し
、
人

身
被
害
も
多
発
し
て
い
る
。

次
元
が
違
う
状
況
に
な
っ

て
い
る
と
言
う
が
、
山
に

エ
サ
が
無
い
だ
け
の
理
由

じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
。

　

鈴
を
鳴
ら
し
な
が
ら
行

く
登
山
客
の
列
を
尻
目
に
、

我
関
せ
ず
と
平
気
で
木
の

実
を
食
べ
て
い
る
ク
マ
も

居
る
。
ク
マ
の
生
態
に
詳

し
い
と
言
わ
れ
る
人
達
が

あ
れ
こ
れ
力
説
し
て
も
防

げ
な
い
も
の
は
防
げ
な
い
。

作
る
人
使
う
ヒ
ト

　令和７年４月以降、まだ受診していない方を対象に健
診を実施します。受診費用は無料です。

開　催　日 対　　象 会　　場

全日本労働福祉協会

11月１日 秋田市・男鹿南秋地区もれ健 組合会館

11月２日 秋田市・男鹿南秋地区もれ健 組合会館

11月29日 秋田市・男鹿南秋地区もれ健 組合会館

11月30日 秋田市・男鹿南秋地区もれ健 組合会館

※秋田市・男鹿南秋地区で受診していない方には、事前
に医療機関から案内が送付されますので申し込んでく
ださい。それ以外の地区で、受診希望の方は、組合に
連絡してください。

秋田県総合保健事業団

11月26日 モレ健※午後のみ 15人の定員 中央健診センター

11月27日 モレ健※午後のみ 15人の定員 中央健診センター

※申込は、秋田県総合保健事業団　中央健診センター
　　　　　秋田市川尻町字大川反233-186
　　　　　TEL.018-823-1520 へ直接お電話して下さい。

中建国保に加入のみなさまへ

未受診者対象健康診断のお知らせ 山
の
ク
マ
に
も
エ
サ
を
‼

令
和
８
年
度

全
建
総
連
手
帳

発
売
中
一
冊
３
７
０
円

中建国保の加入者へ

インフルエンザの

予防接種に対する補助

　インフルエンザの流行シーズンに入っていま
す。予防と医療費負担の軽減のために補助をし
ています。

◆対 象 者：接種日に中建国保に加入しているすべての人
◆補 助 額：接種費用に関わらず接種１回につき
　　　　　　2,000円（年度内２回まで）
◆申請方法：中建国保の便利帳の申請書、中建国保のホー

ムぺージからダウンロード、または組合事務
所へご連絡ください。

中建国保の加入者へ

保養施設補助金を利用しよう！保養施設補助金を利用しよう！

・補助の対象者：保養施設に宿泊した日に中建国保に加入していれば補助を受けられます。
　　　　　　　（本人とその家族※宿泊料金が無料の方は対象から除く）
・補　助　額：1人あたり3,000円を、年度内に１回補助します
　　　　　　　（令和７年４月１日から令和８年３月31日までの宿泊に適用）
・対象保養施設：中建国保の便利帳や中建国保のホームページをご覧ください。
・申　請　方　法：中建国保の便利帳の申請書か、中建国保ホームページよりダウンロード、もしくは組合事務所へ

ご連絡ください。

　皆さんの健康増進のための保健事業として、保養施設の利用者に補助をしています。余暇を使って、
保養や心身のリフレッシュにご利用ください。


